
氷見市民柔剣道場練修館解体工事

図 面 リ ス ト

図面名称図面番号

Ａ-00

Ａ-03

Ａ-04

Ａ-05

Ａ-06

Ａ-07

Ａ-08

Ａ-09

Ａ-02

Ａ-01

表紙・図面リスト

特記仕様書

配置図、附近見取図、仕上表

１階平面図

屋根伏図

立面図

天井伏図

練修館　参考矩計図

渡り廊下　参考矩計図

図面番号

Ｅ-01

図面名称図面番号 図面名称

Ｓ-01

Ｓ-02

Ｓ-03

Ｓ-04

Ｓ-05

Ｓ-06

Ｓ-07

Ｓ-08

基礎伏図

基礎詳細図

鉄骨伏図

軸組図

鉄骨詳細図１

鉄骨詳細図２

渡り廊下図１

渡り廊下図２

Ｍ-01 １階平面図（機械設備）

電気設備撤去・ITV切回し図

図面名称図面番号

Ａ-11

Ａ-12

Ａ-13

Ａ-14

Ａ-15

Ａ-16

Ａ-17

Ａ-10

１階建具キープラン

建具表

解体前　外構図

解体後　外構図

外構詳細図

仮設図

（表紙共　２８　枚）

設計番号

図面番号

担　当照　査設　計　者年月日

縮尺

工事名

図面名称

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　　登録第255950号　　中川　潔

26002
一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　 宮西　俊昭 Ａｰ00表紙

氷見市民柔剣道場練修館解体工事

参考展開図（１）

参考展開図（２）

参考展開図（３）



　　回収、洗浄、消毒等の措置　（・行う　・行わない）

4

　・ 行う　　・ 行わない

除去した石綿含有成型板等の処分方法

・ 原形のまま、手ばらしの場合

   　石綿含有吹付け材等の飛散防止措置　※ 湿潤化　　・ 固形化

 　　除去した石綿含有吹付け材等の処分方法

　　　　　（いずれも処分場はあらかじめ監督職員の承諾をうける。）

　　　・ 埋立処分(管理型最終処分場)

　　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

   　除去工法　※ 解体共通仕様書6.3.2(1)による　　・ 

1  事前措置

解
　
体
　
施
　
工

3

　　回収、洗浄等の措置　　　　（・行う　・行わない）

浄化槽、排水槽等の汚水、汚物等

ｵｲﾙﾀﾝｸ、ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ及び配管内の廃油

2  基礎及び杭 杭の処理

杭の解体工法

　※撤去する　　（撤去跡の処理　※山砂充填　　・　　　　　）

　・残置する　　（杭の種別・杭径、杭の位置、杭頂部の高さ等の

　　　　　　　　　の記録を整備し、監督職員に提出する。）

　・引抜き工法

　・引抜いた杭の処理（※図示　　　・　　　　）

　・破砕による解体

3

（建築物以外のもの）

 工作物 さく、照明設備等の附属物の解体

　・行う（※ 図示による　・　　　）　・行わない

4  構内舗装、樹木等

移植　　　・行う　　・行わない

　　樹種（　　　　　　）　範囲（※図示　・　　　）

　　樹種（　　　　　　）　範囲（※図示　・　　　）

伐採伐根　・行う　　・行わない

 地下埋設物

 及び埋設配管

5

　・埋設物等　種類（　　　　　　）　範囲（※図示　・　　　）

地下埋設物及び埋設配管の解体　　・行う　　・行わない

6  解体後の整地 ・解体後の埋戻し及び盛土

・表層の砂利敷き

　　材料（※図示　・　　　　）　整地高（※図示　・現状GL）

1  建築設備

石 

綿 
含 
有 

建 

材 

の 

除 

去 

及 

び 

処 

理

建築設備に使用されている石綿含有建材の処理

 石綿粉じん濃度

 測定

2 測定時期、場所及び測定点

（各施工箇所ごと）
測定点測定場所

施工区画周辺又は敷地境界

測定時期

処理作業前

測定４

測定３

測定２

測定１

測定
名称

・各1点　・各2点

・4方向各1点　

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

処理作業室内

・各1点　・各2点　・各3点処理作業室内

・

・

・

適
用

・各1点　・各2点　・各3点

・

・測定 5

 んを迅速に測定できる機器を用いた測定

・JIS K 3850-1に基づいた測定

・測定 4　・　

・測定 5

・測定 

・ 

・測定 

・ 

・測定 

・ 

測定名称
直径(mm)

メンブレンフィルタ 試料の吸引

流量(L/min)

47

47

25

10

10

5

240

120

30

試料の吸引

時間(min)

施工区画周辺又は敷地境界

施工区画周辺又は敷地境界

集じん・排気装置の排出口

・各1点

・集じん・排気装置各１点

・各1点　・各2点　・各3点

・4方向各1点　

・各1点　・各2点調査対象室外部の付近

処理作業室内

処理作業室内

（処理作業室外の場合）
測定５・

１週間以降
シート撤去後
処理作業後

（隔離ｼｰﾄ撤去前）

処理作業後

処理作業中

測定１０

測定９

測定７

測定６

・

・

・各1点　・各2点

・4方向各1点　・

測定方法

・自動測定器による測定

・測定 4

測定名称 測定方法

 粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）、パーティクルカウンター、

測定８・

・

石綿含有吹付け材

　　　　　　の除去
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石綿含有吹付け材等の飛散防止措置　※ 湿潤化　　・ 固形化

除去した石綿含有吹付け材等の処分方法

　　　　　（いずれも処分場はあらかじめ監督職員の承諾をうける。）

　・ 埋立処分(管理型最終処分場)

　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去工法　※ 解体共通仕様書6.3.2による　　・　

　　　　　　の除去

・ 切断又は破砕して除去する場合

   　石綿含有吹付け材等の飛散防止措置　※ 湿潤化　　・ 固形化

 　　除去した石綿含有吹付け材等の処分方法

　　　　　（いずれも処分場はあらかじめ監督職員の承諾をうける。）

　　　・ 埋立処分(管理型最終処分場)

　　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

 　　除去工法　※ 解体共通仕様書6.3.2による　　・　

 石綿含有保温材等

　　　　　　の除去

5  石綿含有成型板等 作業場所の周辺の養生（養生シート等）

　・ 石綿含有せっこうボード

　・ 石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板等

 　　  ※ 埋立処分(管理型最終処分場)

 　    ・ 埋立処分(安定型最終処分場)

 　    ・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　　（いずれも処分場はあらかじめ監督職員の承諾をうける。）

　　　　　　の除去

6 除去工法　※ 解体共通仕様書6.6.3による　　・　

除去した石綿含有仕上塗材の処分

　・ 埋立処分(安定型最終処分場)

　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　　（いずれも処分場はあらかじめ監督職員の承諾をうける。）

　・ 汚泥として処分(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 石綿含有仕上塗材

独立フーチング 150

1.50

指定なし

鉄骨造

2

仮

設

工

事

　 移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチング、

　 床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、

   重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト、鋳鉄製ふた

   使用等

  6　地場産品の優先

  受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富

※ 県内企業の優先選定等

本店を置く取扱業者から調達したものをいう。）を優先使用するものとする。

には県内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社

　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合

※ 地場産品の優先使用

　 屋上緑化システム、エポキシ樹脂、ポリマーセメントモルタル

　 自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

　　 無収縮グラウト材、乾燥式保護材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、クローザ類、

(5)　製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　 ⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　 ⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　 ④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　 ③　安定的な供給が可能であること。

　 ②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　 ①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　 となる資料等の提出を省略することができる。

　 を示す書面を提出して監督員の承諾を受ける。ただし、製造業者等が記載されているものは、証明

　 を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されてこと

(4)　本工事に使用する材料のうち、(5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

(3)　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

　 は監督員の承諾を受ける。

(2)　商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合

　 有するものとする。

(1)　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

　 ④　建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 ③　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　 ②　建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　 散建築材料以外の材料

 　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

 　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、ア

 　　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　 ③　接着剤は可塑性（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しない

　 ②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　 ①　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発

　 ①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

(2)　設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の

　　　 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　 仕上げ塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、

 　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、

  5　材料の品質等

１

項

  7　発生材の処理等

※ 不採用調書の提出

山県内に本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。

1-1

特　　記　　事　　項

　 の①から④を満たすものとする。

　 ①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

(1)　建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

本工事を下請けに付す場合は､「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。 2　下請関係の適正化

 3　個人情報の取扱い

 4　環境への配慮

 1　工事実績情報の登録

通

事

共

般

一

章 項　　目

「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-48個人情報取扱特記事項による。

Ⅰ 工事概要

（官庁施設の総合耐震・対津波計画基準）

m垂直積雪量

基礎形式

mm cm居室床高さ最高軒高さ最高高さ

建築非構造部材　　・Ａ類（出入口扉除く）　・Ｂ類　

構造体　　・Ⅰ類　・Ⅱ類　・Ⅲ類　　（重要度係数　・1.5　・1.25　・1.0）耐震安全性の分類

４．工事範囲

１．共通仕様

Ⅱ 建築工事仕様

耐火建築物等の別　　・耐火建築物　・準耐火建築物（・イ　・ロ－１　・ロ－２）　・その他

階建造

m2 m2

m2

３．建物概要

２．工事場所

１．工事名称

延べ面積

階数

防火地域

外壁仕上

屋根仕上

建築面積

構造

用途地域

都市計画区域　　・内（・市街化区域　・市街化調整区域　・その他）　・外

敷地面積地名

仕 様 書

  受注者は、工事の施工に関する下請契約において富山県内に本社・本店を置くものの中から選定し

請契約における県内企業及び県内地場産品の不採用調書」を監督員に提出しなければならない。

ない場合又は工事に使用する資材等について県内地場産品を使用しない場合は、あらかじめ、「下

※ 適用する　（「工事カルテ受領書」の写しを提出）

設計番号

図面番号

担　当照　査設　計　者年月日

縮尺

工事名

図面名称

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　　登録第255950号　　中川　潔

26002
一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　 宮西　俊昭

氷見市民柔剣道場練修館解体工事

氷見市民柔剣道場練修館解体工事

氷見市　北大町　地内 21,237.00

第一種住居地域

１

480.0 450.0

折板屋根

建築物の用途（建築基準法）

ヨドカラー角波鉄板張り

武道場

5.100 60

氷見市民柔剣道場練修館　解体工事一式

付属建物×２棟

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「建築物解体工事共通仕様書

大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」（以下「標仕」という。）及び「公共建築

改修工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」（以下「改修標仕」という。）による。

（令和４年版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）により、解体共通仕様書に記載されていない事項は、国土交通

（３）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名等を示す。

２．特記仕様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

KN/本杭の設計長期許容支持力度

（２）電気設備工事は図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事

標準仕様書（電気工事編）令和７年版」及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気工事編）令和７年版」による。

（３）機械設備工事は図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事

標準仕様書（機械工事編）令和７年版」及び「公共建築改修工事標準仕様書（機械工事編）令和７年版」による。

・マニフェスト（A票、B2票、D票、E票）の写しの提出

※マニフェスト管理一覧表の提出

※運搬、処分委託契約書の写しの提出

・現場説明書による

　する。

※発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと  7　発生材の処理等

　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-33環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・　

1 2A3

1

※ 完成図ＣＡＤデータ　　　・ＣＤ－Ｒ　１部

※ 完成図製本（黒表紙）　　・原図版　　部　　・縮小版　　版　　部

・設ける（現場事務所と兼ねる事が出来る）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

・溶接部の試験（7.6.11）

　（22.5.6）（22.6.6）（22.7.6）

※　受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料に記載した配置予定技術者を配置しなけ

※　受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（技術提案書又は簡易な

※　上記２項目を履行できない場合及び受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料に記載

・　本工事は「登録基幹技能者の配置」を活用した試行工事であり、受注者は、下記工種において登

　　対象工種　　　・○○工　・□□工　　　・△△工　

 24　完成図等 ※ 着工時製本　　　　　　　・原図版　　部　　・縮小版　　版　　部

　基づき工事成績の減点をすることがある。

　確認を行うこととする。なお、履行が確認できない場合、富山県公共工事総合評価方式試行要領に

　内容等を発注者に報告することとし、配置予定期間及び完成検査時において、発注者による履行の

　録基幹技能者を配置する場合は、あらかじめ施工計画書により、登録者情報や配置予定期間、作業

　した内容に虚偽の報告があった場合においては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工

　事成績の減点（標準型においては、工事成績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。

 23　総合評価方式

 22　近接して工事を発注す

　ればならない。

　施工計画）の内容を履行すること。

　工事番号：　　　　　　　　工事名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

　　本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下、「先行工事」とい

　をもって速やかに再計算し、変更するものとする。

　額の合計額より定まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額

　う。）の受注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計　 る場合の取扱いについて

試験項目（「標仕」項目）

・CBR、締固め度、厚さ、切取り、抽出試験（22.2.5）（22.3.5）（22.4.6）

・引抜き耐力の確認試験（20.2.4）

・引抜き耐力の確認試験（14.1.3）

・接着力試験（11.1.5）

・引抜き耐力の確認試験（10.2.2）

・ｽﾀｯﾄﾞ溶接後の試験（7.7.5）

・圧接完了後の試験（5.4.9）

舗装工事

ﾕﾆｯﾄ及びその他工事

金属工事

ﾀｲﾙ工事

石工事

・ｽﾗﾝﾌﾟ、空気量、塩化物量、強度試験（6.9.2）（6.9.3）（6.9.4）（6.9.5）

・ｽﾗﾝﾌﾟ、空気量、塩化物量、強度試験（4.5.3）

鉄骨工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

鉄筋工事

・ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸの根固め液及び杭周囲固定液の管理試験（4.3.4）

工　　事

地業工事

(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合

　　下記試験項目の試験頻度を２倍とする。

３　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札した者が受注者となった場合

　行うものとする。

２　１の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を

　　 同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。

　 工事に配置する技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。

　 になり得る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの

　受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固として

　次のいずれかに該当し、かつ、その期間が書面により明確となっている場合については、専任を

要しない。

 21　低入札となった場合に

 20　暴力団関係者から不当

 19　工事特性・創意工夫

 18　調査・試験に対する

 17　安全教育・訓練の実施

 16 主任技術者又は監理技術

ならない。(富山県土木工事共通仕様書 1-1-1-13)

　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督職員の指示により必要な協力をしなければ

 　　協力

　 けられる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者

　　 専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付

(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合

　合における技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによ

　る。

１　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場

   おける技術者の増員等

職員に報告するとともに、警察に届け出なければならない。

速やかにその旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督

これを拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督職員に報告するとともに、警察に届

　 措置

　 な介入を受けた場合の

山県請負工事成績評定要領第4第7項に定める様式により提出することができる。

項目、または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成時までに「富

　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する

　 社会性等の実施

「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-30　工事中の安全確保

た安全教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。

　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即し

(1)　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間

(2)　自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止している期間

   　われている期間

(5)　橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行

(3)　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、

(4)　(1)又は(2)に類した理由で、工事が不稼働である期間

   　後片付け等のみが残っている期間

　　者の専任を要しない期間

(1)　契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間

※適用する

・再資源化を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・分別を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・同上処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物の種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 14　施工機械

構内設置　・できる　・できない 13　工事用仮設物

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償） 12　工事用電力

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償） 11　工事用水

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 10　監督職員事務所

  9　電気保安技術者

・再資源化施設の場所：　　　　　

・特定建設資材廃棄物の種類：　　　　

・建設リサイクル法対象工事

・再資源利用計画書等作成及び提出  8　解体工事等

(3)　上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等がおこなわれていない期間

(2)　工事の全部の施工を一時中止している期間

おける常駐を要しない期間として取り扱う。

　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場に

   期間

   における常駐を要しない

 15　現場代理人の工事現場

低振動型建設機械を使用するものとする。

・ 施工図　・保全に関する資料

け出なければならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

施工中

１部

１部

適正数

適正数

※L版程度（3枚/頁）

・L版程度（3枚/頁）

・サムネール版

備考部数撮影箇所数規　　　格撮影時

完成時

着工前 デジタルカメラは130万～

300万画素

 27　電子納品

 26　施工図等の取扱い

 25　工事写真

※工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　  ・参考図(ラスターデーター)

以下の示す書類を電子納品する。

※電子納品対象工事　　　　　　

　　 (株)の製品および材料

　　 およびニッタ化工品

 28　東洋ゴム化工品(株)

成された品質を証明する書類を提出し、監督員の確認を得るものとする。

一

２

1-2

項

通

事

共

般

施工時間、工程、安全対策、工事用道路、仮設設備等は監督職員と協議する。

　　 の濃度測定

  6　技術検査

　　※多雪区域の指定

　　・地表面粗度区分　　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　※Ⅲ　　・Ⅳ  

　　・地区の区分に応じた風速（Vo(m/sec)） 　 ※３０　・３２

下であることを確認し、報告書を提出する。

固相吸着/溶媒抽出法ジニトロフェニルヒドラジン

その他の揮発性有機化合物ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド
測定方法

※測定する箇所数　　箇所、測定対象室は監督職員の指示による

・フタル酸ジ-n-ブチル　・アセトアルデヒド

※パラジクロロベンゼン（学校施設について測定）

※ホルムアルデヒド　※トルエン　※キシレン　※エチルベンゼン　※スチレン

室内濃度測定対象物質

　施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以  7　室内空気中の化学物質

※土木部建築工事監督要領による。

・表装作業　　・壁装作業　　・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業

・解体工事施工技士  解体工事

・造園工事作業 植栽及び屋上緑化工事

 舗装工事

・建築配管作業

 ユニット及びその他工事

 排水工事

・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

・ｶｰﾃﾝ工事作業

・鋼製下地工事作業　　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業

・床仕上げ工事作業（ ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系 ・ｶｰﾍﾟｯﾄ系 ・木質系） 内装工事

・建築塗装作業 塗装工事 

・金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業

・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業　　・自動ﾄﾞｱ施工作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業

 カーテンウォール工事 

 建具工事 

・左官作業　　・樹脂接着剤注入工事作業 左官工事

・鋼製下地工事作業 金属工事 

・内外装板金作業　　・ﾀﾞｸﾄ板金作業　　・かわらぶき作業 屋根及びとい工事 

・大工工事作業 木工事 

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

・型枠工事作業　　・コンクリート圧送工事作業

・ウェルポイント工事作業

・とび作業

・タイル張り作業 タイル工事 

・石材施工(石張り施工)  石工事 

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業  ・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業  ・FRP防水工事作業

・塗膜防水工事作業（ ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 ・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系）

・ｼｰﾄ防水工事作業 （ ・合成ｺﾞﾑ系 ・塩化ﾋﾞﾆﾙ系）

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・鉄筋施工( ・鉄筋施工図作成作業  ・鉄筋組立て作業) 

 防水工事 

 押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ

 鉄骨工事 

 コンクリート工事 

 鉄筋工事 

 土・地業工事

 仮設工事

技能検定の職種   5　技能士  　適用工事種別 

製品名規格工種 品目
　 下記の製品を利用する。

・「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」に基づき、パイロット工事として

規格品目工種

　 製品）へ変更できるものとする。

　 ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督職員と協議し、通常製品（新材で製造された

・ 本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針

 　適合するものとする。

　 使用する建築材料等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに

　 但し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。

※ 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。  4　建築材料等

　 -建築編-」

  3　施工条件

  2　適用区分

  1　適用基準等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・とび作業　　・鉄工（・構造物鉄工作業　・構造物原図作業）

ゴムチップ舗装材弾性舗装材

建築防水資材

車止め（ガードコーン）　視線誘導標・車線分離標道路資材

落橋防止用ゴム

芝保護材

産業機械用空気ばね

ディーゼルエンジン用防振ゴム、ゴム製軸継手防振ゴム

製品及び材料名
（別表）

※外観　※寸法　※性能　・　

※圧縮による残留歪み　・　

・　

※熱老化前後での変化率（硬さ、比重、引張強度、伸び）

※硬さ　※比重　※引張強度　※伸び　・　

た場合に受注者の瑕疵担保責任が免責されるものではない。

計測項目

製品検査

試験名
（試験名と計測項目）

いて調査した上で監督員と協議すること。

圧縮永久ひずみ試験

熱老化試験

通常状態での試験（常態試験）

  9　設計ＧＬ

誘導体固相吸着/溶媒抽出法

※ 図示  　・ 設計ＧＬ＝現状ＧＬ

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。  8　設備工事との取合い

※採取法はパッシブ型採取機器により行う。

高速液体クロマトグラフ（ＨＰＬＣ）分析

採取

ガスクロマトグラフ法

　受注者は、東洋ゴム化工品(株)および、ニッタ化工品(株)で製造された製品や材料（以下、ゴム製

三者（東洋ゴム化工品(株)および、ニッタ化工品(株)と資本面・人事面で関係がない者）によって作

品等とする。別表参照）を用いる場合には、同社が製造するゴム製品等に対して受注者が指定した第

　なお受注者は、品質証明にあたって実施すべき試験及び検査、並びに製品に応じて必要な規格につ

　第三者による品質証明書類を提出し監督員の確認を得た場合であっても、後に製品不良等が判明し

2

仮

設

工

事

外部足場　種別　※枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管本足場　・（　　　　　　）

内部足場  種別　・脚立、足場板等　

※設置する　　　・養生ｼｰﾄ　　・ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ　　・防音ｼｰﾄ　　・防音ﾊﾟﾈﾙ　　・　

材料、撤去材等の運搬　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

なお、出入口等の上部は必要に応じて防護棚を設ける。

・設置しない

防護ｼｰﾄ等による養生

すり先行専用足場方式により行う。

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)手

省　基発第0424001号平成21年4月24日）」の「手すり先行工法等に関するガイドライン」の別紙１

外部足場の設置に当たっては、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働

 1　足場その他 

既存ブラインド、カーテン等の養生方法及び保管場所　　・行う（図示）　　

　単管　

仮設扉
 (厚さ　    ) 

・行う

・片面

※無し

・片面

※無し

塗　装

厚さ（　　）

充填材（mm）

・合板張り程度

・防炎シート

・合板（※９　・　　）　　　　 

※せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（※9.5　・　）

仕上げ材（厚さmm）

・

※木製扉　

・木造　　

※軽量鉄骨

下　地

・Ｃ種

※Ｂ種

・Ａ種

種　別

仮設間仕切り等の種別

（改修工事の場合）

 3　仮設間仕切り

固定された備品、机・ロッカー等の移動　　・行う（図示）

既存家具等の養生方法　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　

既存部分の養生方法　　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　

（改修工事の場合）

 2　既存部分の養生

特記仕様書 Ａｰ01

・ 建築工事標準詳細図(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和４年版)

・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領（令和５年版）」及び「工事写真の撮り方

・ 富山県電子納品運用ガイドライン（案）［建築工事編］（令和７年４月）

・ 建築物解体工事共通仕様書・同解説　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業　　・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

※　当市としては、第三者保険などに加入することを推奨し、保険に加入した場合は、保険証の写しを

　　市に提出することとする。

　　で問題解決をして賠償の責任を負わなければならない。

※　解体業者は解体に関して、業者の責任により近隣住民など第三者に損害を与えた場合、自己の責任

　　第三者に迷惑にならない処置を、自己で行わなければならない。

※　工事を請け負った解体業者は、工事期間中に解体工事に必要な機材道具に関して、近隣住民など2　保険の加入

※　建設リサイクル及び廃棄物の処理等の法令に関する届出は請負者にて行う。

他

の

そ

5  1　届出等

4 　※図示　　・サンウェーブ製流し台（W1050×D550×H790）　　

　　材料（※図示　・再生砕石ｔ＝150　　　　）



氷見消防本部

400m
≒

比美乃江大橋

有磯海

氷見漁港
いきいき元気館

国道415号

上庄川

工事場所：氷見市北大町地内

国道160号

氷見ﾄﾝﾈﾙ

設計番号

図面番号

担　当照　査設　計　者年月日

縮尺

工事名

図面名称

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　　登録第255950号　　中川　潔

26002
一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　 宮西　俊昭

氷見市民柔剣道場練修館解体工事

Ａ１：1/1000
Ａ３：1/2000配置図、附近見取図、仕上表

附近見取図

ジプトーンｔ9.5

外部仕上表

内部仕上表

框：人研

木製

柔剣道場 木製

備考
下地・下貼

天井

天井高廻縁仕上仕上仕上 床高

床

下地 仕上

巾木 壁

下地・下貼H
室名建物名称

木製

木製

玄関ホール

事務室兼会議室

柔剣道場

男子WC・女子WC

ラスモルタル ゾラコート吹付

4,500～

5,250

2,700タイルカーペット敷き ラスモルタル

スプレーコート吹付　鏝押え　㋐20

コンパネ㋐15

コンパネ㋐15 カエデフローリング㋐28　ウレテート塗装

100

100 ラスモルタル ゾラコート吹付

腰：ラワン㋐15　幅240　敷目張り　Ｃ．Ｌ

ラワン　Ｃ.Ｌ

ラワン　Ｃ.Ｌ

100角タイルラスモルタル

木製コンパネ㋐15 100 ラスモルタルラワン　Ｃ.Ｌ男子更衣室・女子更衣室 ラワンフローリング　Ｆ．Ｏ．Ｓ．Ｌ Ｖ．Ｐ

コンパネ㋐15 カエデフローリング㋐28　ウレテート塗装

ペフ貼り

□　屋根（２）

□　軒裏

カラー鉄板 ㋐0.8　折板葺き山高150

棟包み：カラー鉄板 ㋐0.4

ヨドスパン㋐0.5張り

□　外壁

ヨドスパン張り

折板裏表し

ヨドカラー角波鉄板張り

□　水切

カラー鉄板

□　屋根

□　軒裏

折板裏表し

□　外壁

□　水切

カラー鉄板

□　巾木

モルタル金鏝

□　樋

□　その他

□　屋根

□　樋

□　巾木

モルタル金鏝

□　屋根（１）

渡り廊下防具庫柔剣道場

人研ぎ

ラワン　Ｃ.Ｌ

人研ぎ

ゾラコート吹付の上、トップコート吹付

2,480

2,450

2,690～

2,860

マット：1,680×880　２枚

25角タイルモルタル下地

100

□　軒裏

□　外壁

□　水切

カラー鉄板

□　巾木

モルタル金鏝

ヨドスパン張り

合板裏表し

構造用合板

防水シート

□　その他

床下換気口

ＡＬＣ版ｔ100　弾性リシン吹付

軒樋：折板用軒樋塩ビ製Ｈ＝150

竪樋：ＶＰφ100

ジプトーンｔ9.5

ジプトーンｔ9.5

ジプトーンｔ9.5

ジプトーンｔ9.5

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

直貼フロアｔ13貼

モルタル下地 ラスモルタルシャワー室

渡り廊下

防具庫 防具庫

渡り廊下

25角タイル 100角タイル

フローリング 100木製

100 折板裏表し

構造用合板

2,610～

2,900

2,100

2,500

塩ビ

塩ビＥＰ

モルタル下地

ベニヤ化粧ボードｔ5

ＡＥＰ石膏ボードｔ12.5　ＬＧＳ下地ｗ65＠450

ＡＬＣ版ｔ100裏表し

ＬＧＳ下地 ジプトーンｔ9.5

ジプトーンｔ9.5ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

床下換気口鋳鉄コールタール焼付200×1000

□　その他

□　玄関ポーチ

床：100角タイル、マット1,680×880　２枚

竪樋：塩ビφ100　支持金物@1,200

車寄せキャノピー樋：防水モルタル勾配付き　ウレタン防水

三晃式カラー鉄板 ㋐0.4　瓦棒葺き　勾配15/100　木毛セメント板下地

ガルバリウム鋼板（耐摩カラ―ＧＬ ｔ0.8　折板葺きＨ＝170）カラー鉄板 長尺横葺き

モルタル刷毛引きアクリルリシン吹付

軒樋：折板用軒樋塩ビH=150

1/1000配置図

 前面道路　

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

D
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1 9
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30,0006,000
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,
5
00

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

小学校校舎
工事外建物

工事外建物
体育館

Exp.j=0
Exp.j=50

工事建物：渡り廊下
(鉄骨造平屋　平成１８年竣工)

工事建物：防具庫
(木造平屋　竣工時期不明)

（鉄骨造平屋　昭和５１年竣工）
工事建物：柔剣道場

特記事項

【アスベストについて】

アスベスト調査済み建材

２．渡り廊下　天井懐　屋根折板裏・梁　吹き付けロックウール・・・無し

１．柔剣道場　屋根下地　吹き付けロックウール（コテ押え）・・・石綿含有

塩ビ

３．柔剣道場　キャノピー屋根見付仕上　弾性リシン吹き付け（薄赤茶色）（下地調整材含む）（ラスモルタル下地箇所）・・・無し

５．渡り廊下　外壁仕上　アクリルリシン吹付（薄黄土色）（下地調整材含む）（ＡＬＣ板下地箇所）・・・無し

４．柔剣道場　外壁仕上　弾性リシン吹き付け（薄黄土色）（下地調整材含む）（ラスモルタル下地箇所）・・・無し

６．柔剣道場・玄関ホール　壁仕上・柱仕上　多彩模様塗装　（ラスモルタル（内装）含む）・・・無し

７．柔剣道場　床仕上　接着剤（フローリング箇所）・・・無し

上記以外の建材については、適切に撤去・処分を行うこととする。

Ａｰ02
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体育館

設計番号

図面番号

担　当照　査設　計　者年月日

縮尺

工事名

図面名称

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　　登録第255950号　　中川　潔

26002
一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　 宮西　俊昭

氷見市民柔剣道場練修館解体工事

1/100１階平面図

１階平面図 Ａ１：1/100
Ａ３：1/200

柔剣道場　凡例

鉄胴縁下地壁(外壁)

コンクリートブロック

木造間仕切り(内壁)

3,000 750

玄関ﾎｰﾙ

Ａｰ03

事務室兼会議室

サンウェーブ製流し台

W1050×D550×H790

（シンク裏防露材にアスベスト含有）



4

設計番号

図面番号

担　当照　査設　計　者年月日

縮尺

工事名

図面名称

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　　登録第255950号　　中川　潔

26002
一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　 宮西　俊昭

氷見市民柔剣道場練修館解体工事

1/100屋根伏図

屋根伏図
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Ａ１：1/100
Ａ３：1/200

屋根（２）：三晃式カラ-鉄板㋐0.4　瓦棒葺き

棟包み：カラ-鉄板㋐0.4

4' 1' 1''3'

A'

B'

A

B

1''

1'

4

1,358

13,075

3,
0
00

1,164

3,0
00

2,
00
0

70
0

10,830

887 12,188

3,830

4,500

16,693

17,857

700

3,3
00

屋根（１）：カラ－鉄板㋐0.8　折板葺き山高さ150

カラ－鉄板　長尺横葺き

屋根勾配15/100

屋根勾配2/10

ガルバリウム鋼板（耐摩カラーＧＬ　ｔ0.8　折板葺きＨ＝170)

Ａｰ04



設計番号

図面番号

担　当照　査設　計　者年月日

縮尺

工事名

図面名称

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　　登録第255950号　　中川　潔

26002
一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　 宮西　俊昭

氷見市民柔剣道場練修館解体工事

1/100天井伏図

天井伏図 Ａ１：1/100
Ａ３：1/200

20

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

天井勾配付

天井勾配付

ジプトーン㋐9.5

渡り廊下

B

A
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3,1
50

75
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00

75

７
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体育館

Ｃ

Ｊ

Ｊ

Ｃ
Ｋ

Ｋ

Ｊ

Ｊ

ＪＨ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ａｰ06



練修館・防具庫　南側立面図

練修館・防具庫　北側立面図

立面図 1/100

設計番号

図面番号

担　当照　査設　計　者年月日

縮尺

工事名

図面名称

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　　登録第255950号　　中川　潔

26002
一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　 宮西　俊昭

氷見市民柔剣道場練修館解体工事

Ａ１：1/100
Ａ３：1/200

立面図

渡り廊下　北側立面図

渡り廊下　西側立面図

渡り廊下　南側立面図

渡り廊下　東側立面図

外壁：ヨドスパン張り

柱型：ヨドスパン張り

練修館　西側立面図 練修館・防具庫　東側立面図

Ａｰ05

モルタル刷毛引きアクリルリシン吹付

外壁：ヨドカラー角波鉄板張り

柱型：ヨドスパン張り

外壁：ヨドスパン張り

腰壁：モルタル刷毛引きアクリルリシン吹付 外壁：ヨドカラー角波鉄板張り

外壁：ヨドカラー角波鉄板張り

外壁：ヨドスパン張り

柱型：ヨドスパン張り

外壁：ヨドカラー角波鉄板張り

モルタル刷毛引きアクリルリシン吹付

屋根：カラー鉄板折板㋐0.8葺き山高150


